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目的 :胆道閉鎖症は、わが国では 1万人に 1人の割合で起こる稀な疾患である。

胆道閉鎖症と診断された症例に超音波所見と術中所見を比較検討した。

対象および方法 :二次検診受診された 597例の内、胆道閉鎖症と診断された 10例に対して

超音波所見と術中所見を比較した。

結果 :授乳前後の胆嚢のサイズでの収縮の有無、胆嚢が収縮しないのは、10例中 8例、8

f)     0%。 授乳前胆嚢長径が、15 11ull以下なものは、10例中3例、30%。■ねngular∞de sign0

は、50%である。胆嚢形状不正があるもの、10例中9例、90%。

結論 :胆道閉鎖症を早期に発見するには、臨床症状や検査値の異常を基にして、超音波検

査での哺乳後の胆嚢の収縮の有無、哺乳前胆嚢長径 (15111111以下)、■ねngular code sign、

そして、胆嚢の形状(埋没胆嚢か ?)を詳細に観察し、気が付いた情報を臨床側に提供する事

が重要である。

1、 初めに

胆道閉鎖症は、わが国では、1万人に 1人の割合で起こる比較的稀な疾患である。毎年約

100人の新しい本疾患が生まれている。手術なしでは全例が 2歳までに肝不全で死亡すると

いう難病で、早期発見早期治療が、まず大切である。

2009年から2016年の 7年間、月旦道閉鎖症疑いの 2次検診を受診された中から、胆道閉鎖

症と診断された症例に対して、超音波検査所見と術中所見を比較した。

( .   2、 対象
と方法

~`    1)対
象

2009年 8月 より2016年 12月 までの期間に当院にて超音波検査され、胆道閉鎖症と診断さ

れた 10例に対して術前の超音波像の検討を行つた。

2)方法

使用装置は、GE横河社製 Logic 7、 Aloka社製α-10、 プローブはリニア 7.5MHzを使用

した。

各病変の超音波の評価は、最終授乳より 3時間経過しての胆嚢サイズ(長径 x短径)、 授平L

30分後の胆嚢サイズ(長径 x短径)に より収縮したのかの判定。■hngular code signの

有無、

授乳後 30分経過しても、収縮が弱い場合は、30分追加延長して、評価している。

授孝L前より半分位小さくなつていると収縮したと、判断した。
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3)結果

肝移植を避け自己肝での生存率を上げる為 1か月以内の手術を目指すべきであるが、本院

では 45日以内での手術を目標にしている。

10例中収縮(授乳前の径より半分)しないものが、 7例徒 例 3、 5、 6、 7、 8、 9、 10),70%。

授乳前長径が、15111111よ り小さい場合は、3例範 例 1、 5、 0,30%。

■ian卿血r code Sign(十 )は、5例範 例 3、 4、 5、 6、 10),50%。

胆嚢の形状不正で、肝臓により埋没された胆嚢 9例 (1、 3、 6、 7、 8、 9、 10,90%。
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表1超音波所見
盛乳虹胆嚢ユニ 』島鯉盆鮭 盤 …JJ理劇ェJQ19■igF形状至工壼婆型曇n_壬重豊旦齢
11.4x4.2mm     9.3xl.4mm        _■ __ _… __―― ― ‐t__ __  _壁基盤量コユ _
15.6x5.Omm      15.2x3.Omm         _r         _ _「  _ ´ _…蕪
17.8x2.3用m        16.Ox2.3mm              +

_■曼盤塾L_____変化なし_______ _t_  _ _ …
14.4x5.lmm        13.5x2.7露m              +
14.OxO.46mm 変化なし

22.7x4.911m        22.7x4.9mm

+    生後43日
+    生後33日
_■  _ _生 豊生旦 ´

21.3xO.6mm

27.6x6.4鑽m

23.Ox4.9mm

変化なし

22.2x3.Omm
21.Ox4_Omm

生色12旦 _

生後121日

生後30日

生後43日

生後153日
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イノ考察

肝糠 を避tす′己肝での生存率と2あ 為ゴカヽ月〃力の手術篠西手″ ″ タナベきつあ
″ミ本院で′ま″ β〃力鋳 術をβ標!こιている。

本院で′ま、2″ ゴ.σ Jη″〃■とf径カミノJ幽〃下″ 能 ん また、生″議踏 吻
機能異ル ミ検叡 院の基準である。

ん醐孵宏と診断されたψだ、f径力` ゴJ囲を超える胆嚢 6存在ι、また2施響■ar∞あ
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を示唆ナろであろ夕像が見夕あ 、それ′ま、月二嚢の形状力松 不正形な月罐 う今回の症例
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